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背景と目的（目標設定）

微小粒子状物質(PM2.5)、 2009 年 9 月に環境基準が告示され、質量濃度の標準測定法が定義され

たが、これに準じた通年測定事例はほとんど無い。当センターでは PM2.5 の週単位の測定を他機関に先駆

けて 2000年から実施しており、主要成分も含めた経年変化や季節変動などを明らかにしてきた。

本研究では、標準法に基づいた PM2.5の日単位の通年測定を行うことで、 10 年以上継続してきた過去

の測定との比較を行い、より詳細な濃度変動や、測定上の課題を明らかにする。

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）

フィルター自動交換機能を持つ PM2.5 採取装置（ FRM2025 ）を利用し、日単位の質量濃度や化学組

成の変動を調べるとともに、環境基準設定前後の最新の PM2.5 の状況を明らかにする。また、週単位の測

定データとの比較を行う。

更に PM2.5 とともに PM1の並行観測を実施し、両者の比較を通じて、測定法や粒径の差に基づく、微小

粒子の様々な知見を得る。

成果の概要（目標達成度）

年間を通して実施した日単位の PM2.5 測定の結果、年平均濃度（試料数）は平成 21 年度 19.0 μ

g/m3 （ 328試料）、平成 22年度 16.8μ g/m3 （ 360試料）、平成 23年度 16.7μ g/m3 （ 301試料）で

あった。日平均値としての環境基準値（ただし年間の 98 パーセンタイル値)である 35 μ g/m3
を超過した日

数は 10 月から 3 月に多く、特に 11 月と 2 月に多く見られた。週単位測定と日単位測定との比較では、週

単位測定の方が半揮発性成分を過小評価していたが、夏季は揮発性成分の損失の少ない日単位の測定

でも低濃度であった。 PM2.5 と PM1の週単位測定結果の比較では、従来どおり PM1/PM2.5が 0.8以上で

推移した。
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）

PM2.5 の濃度低減は埼玉県においても重要性が高まっている。また、平成 22 年度からは、いわゆる常時

監視としての成分分析調査が開始されるなど、 PM2.5 を取り巻く状況は刻々と変化している。このような中、

本研究成果の意義は大きく、様々な施策立案に資することができる。また、越境汚染を含む、広域的な高

濃度イベントの解析にも本研究実施の意義は大きい。


